
● 参加者の声 ● 

９月の草取りに続き、東北コットンプロジェクトの収穫祭に今回初めて参加しま
した。商品の原料の一部である綿を自分の手で収穫するという、販売に携わる者
として貴重な経験ができました。 
今回学んだことを、店舗へ来られるお客さまにもお伝えしていきたいと思います。 

当日は大勢の参加者が足を運んでいました。 
アパレルだけでなく、様々な業種の方が参加し、綿摘みを楽しんでいたのが印象
的です。収穫後に、地元農家の方や異業種の方とお話をさせていただきとても  
良い経験になりました。 
コックス社員として綿の栽培に携われたこと、東北の大学に進学していた者とし
て復興プロジェクトに参加できたことに感謝しています。 

 
 
 
 
 

2015 年 12 月 

株式会社コックス 
 
 

「コットンから 次の東北をつくりたい。」 

「東北コットンプロジェクト 2015 収穫祭」に参加しました 
11.22（日）、宮城県東松島農場で綿花を収穫 地元の方とも交流しました 
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株式会社コックスは、東北復興支援のひとつとして、「東北コットンプロジェクト」の活動に 2011

年より参加し、支援商品の販売や綿花の種まき・草取りなどのボランティア活動に取り組んでいます。 

今年も、2015 年 11 月 22 日（日）に宮城県東松島市で開催された「東北コットンプロジェクト 2015    

収穫祭」に参加しました。 
 

当日は天候にも恵まれ、各企業などからの 

参加者約 70 人と地元の方々で、真っ白に  

はじけたコットンボールをひとつひとつ  

丁寧に摘んでいきました。 

 

全くノウハウがない中で始まった同   

プロジェクトも５年目を迎え、これまでで  

一番コットンが開きました。携わるすべての人

のたゆまぬ努力が確実に実を結んでいます。 

 

収穫後は、地元の方による屋台での物品販売、

昼食、抽選会やブラスバンドの演奏など、  

賑やかな催しがたくさん。地元農家の方や、 

参加者同士の交流も深まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コックスは今後も引き続き、1 日でも早い東北の復興を願い、ファッションを通じた様々な    

支援活動を行なってまいります。 



 

東北コットンプロジェクトの広がり 
 

「東北コットンプロジェクト」は、東日本

大震災の津波により稲作が困難になった農地

において、塩害に強い「綿」の栽培・紡績・

生地化・商品化・販売まで一貫して実施しよ

うと始まった復興支援プロジェクトです。現

在では、80 社以上（※）が参加し、地域や  

東北の地元企業、学校などにも活動が広がっ

ています。（※2014 年 4 月現在） 

 

全国で店舗を展開し、東日本大震災で甚大

な被害が出た東北地方にも多数の店舗を  

出している当社は、ファッションアパレル企業として被災地にできることをしようと、この活動   

への参加を決めました。商品をお買い上げいただくことで、お客さまご自身にも被災地支援にご参加

いただける取り組みです。 

 

 
 

2014 年収穫のコットンを使った商品を、全国約 230 店舗で発売しました 
 

 2015 年８月、昨年収穫した「東北コットン」の綿を使用した商品を   

発売しました。今年は過去最大規模のコットンをオーダーし、初めて主要

3 ブランドすべてから商品を企画・販売することができました。 

 

「ikka」「LBC」「VENCE EXCHANGE」それぞれ、ブランドオリジナル

のデザインで、北海道から鹿児島まで、全国の約 230 店舗で販売しました。 

 

震災直後の 2011 年から栽培を開始し、徐々に収穫量も増えつつある 

「東北コットン」ですが、まだまだ全体量としては少ない状況です。 

コックスでは、「少しずつでも、より多くのみなさまに知っていただく」

ことを目指し、2％の東北コットンに、98％の認証済みオーガニック   

コットンを加えて商品をつくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援商品の下げ札でプロジェクト 
について紹介しています。 



 

これまでも種まきや草取り、綿花の収穫に参加しています 
 
「東北コットンプロジェクト」は、綿花の栽培を通じて様々な企業や団体が力を合わせ、農業の再生や雇用

の創出を目指す新たなチャレンジです。 

 

当社はプロジェクトの一員として、店頭での支援商品販売だけでなく農場での種まきや草取り、収穫にも 

ボランティアとして参加しています。 

 

「塩害に強い」ということから国内自給率がほぼ 0％だった綿花を東北の地で育て、国内で紡績し、その糸

で服やタオルなどの商品を作って販売する。すべて初めてのことだらけで、まだまだ収穫量もわずかな「希少

な東北のコットンを、お客さまの手元へお届けするという大切な責務のため」といったら少し大袈裟かもしれ

ませんが、そのくらい強い気持ちで取り組みを続けています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
取り組みの詳細はこちらをご覧ください。⇒「私たちにできること」（コックス HP からもご覧いただけます。） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

●2012.6 と 2013.5 の種まきの様子 やり方を教えてもらいながら、丁寧に植えていきます。 

●2012.7 草取り 使用できる農薬が限られているので、伸びた雑草を手で取り除きます。 ●2012.11 荒浜収穫祭 

●2013.11 東松島収穫祭 草取り同様すべて手作業で。東北でやっと実った綿花は、世界中のどのコットンよりも温かく感じます。 

http://www.cox-online.co.jp/ciqueto/action1.html

